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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料製造装置内に挿入可能なカプセルであって、遠心分離動作中に回転軸線に対応する
前記カプセルの中心軸線に対して前記カプセル内の周囲に遠心分離される飲料を製造する
ために、前記カプセル内に液体を導入して該液体を遠心力により物質に通すことにより、
前記カプセル内に収容される前記物質から飲料を調製するためのカプセルにおいて、
　所定量の飲料物質を含む封入物と、
　側壁（７）を有するカップ状本体（２）と、
　前記本体を閉じるための外側上壁（３）と
　を備え、
　前記本体から外側に延びて環状隆起部を有するフランジ状縁部（４）を備え、前記隆起
部が、該隆起部が前記飲料製造装置の加圧面と係合されるときに、前記遠心分離液の流路
のための制限体を成す、カプセル。
【請求項２】
　前記環状隆起部（８）が前記本体の底部（６）と反対の方向に突出する、請求項１に記
載のカプセル。
【請求項３】
　前記環状隆起部（８）が、前記側壁と一体化する前記縁部（４）の比較的平坦な環状内
側部分（５）から特定の高さ（「ｄ」）だけ突出する、請求項１または２に記載のカプセ
ル。
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【請求項４】
　前記環状隆起部（８）が前記内側部分（５）の厚さを増大（「ｄ＋ｄ１」）させる、請
求項３に記載のカプセル。
【請求項５】
　前記環状内側部分（５）が前記上壁（３）のためのシール部を形成する、請求項３また
は４に記載のカプセル。
【請求項６】
　前記環状隆起部が、前記フランジ状縁部の延在水平面に対してほぼ垂直な方向に突出す
る、請求項１～５のいずれか一項に記載のカプセル。
【請求項７】
　前記環状隆起部が剛性体である、請求項１～６のいずれか一項に記載のカプセル。
【請求項８】
　前記環状隆起部が前記フランジ状縁部と一体に形成される、請求項１～７のいずれか一
項に記載のカプセル。
【請求項９】
　前記本体の前記側壁（７）と一体化する前記フランジ状縁部の下面（８２）が、前記環
状隆起部（８）と反対の方向に突起を有していない、請求項１～８のいずれか一項に記載
のカプセル。
【請求項１０】
　前記フランジ状縁部が、前記環状隆起部と正反対のその表面上に環状溝（８１）を備え
る、請求項１～９のいずれか一項に記載のカプセル。
【請求項１１】
　前記環状隆起部が前記フランジ状縁部にエンボス加工される、請求項１０に記載のカプ
セル。
【請求項１２】
　前記カップ状本体がアルミニウムおよび／またはプラスチックを含む、請求項１０また
は１１に記載のカプセル。
【請求項１３】
　前記環状隆起部が、前記フランジ状縁部に取り付けられる別個の要素である、請求項１
に記載のカプセル。
【請求項１４】
　前記環状隆起部がゴム弾性材料から形成される、請求項１３に記載のカプセル。
【請求項１５】
　前記隆起部がガス通気手段（８０）を備える、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
カプセル。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載のカプセルの飲料調製装置内での使用であって、前記
装置内で前記カプセルが遠心力を受ける、カプセルの使用。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載のカプセルから、該カプセル内の前記飲料物質に
液体を通すことにより飲料を調製する装置であって、
　前記カプセル内に液体を注入するための液体注入ヘッドと、
　前記カプセルを前記装置内で保持するためのカプセルホルダと、
　前記カプセルを遠心分離駆動するための手段と
　を備え、
　前記飲料の流路をほぼ閉塞するために前記フランジ状縁部の前記環状隆起部に対して、
決定された閉塞力を加えるための加圧面を備える、装置。
【請求項１８】
　前記加圧面および／または前記カプセルホルダが、前記加圧面が前記環状隆起部から相
対的に離れるように移動することにより、前記遠心分離液のための制限流路の開放を可能
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にするためのばね荷重手段に関連付けられる、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記加圧面が、ヘッド（４９）の注入部品（４９ａ）に対して別個に移動できるバルブ
部品（４９ｂ）の表面を形成する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記注入部品（４９ａ）が、前記カプセルに係合されて前記遠心分離液のために前記カ
プセルに穿孔係合するときにフィルタリング手段を形成する出口穿孔部材（５３）を備え
る、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記加圧面が比較的平坦な環状面を形成する、請求項１７～２０のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項２２】
　前記カプセルホルダが、前記カプセルの前記フランジ状縁部を支持するための支持面を
備え、該支持面が、前記フランジ状縁部の環状溝に嵌まり込むようになっている環状圧入
部を備える、請求項１７～２１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２３】
　前記注入ヘッドが中心注入針を備える、請求項１７～２２のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項２４】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の飲料の調製のためのカプセルと、請求項１７～
２３のいずれか一項に記載の装置とを備えるカプセルシステムであって、前記カプセルの
前記環状隆起部（８）が、前記カプセルから出る前記遠心分離液の流れを遅らせ、および
／または制限するように作用するバルブ手段（５１）を提供するために前記装置の加圧面
（８３）に対して係合される、カプセルシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル、および、遠心力により飲料物質に液体を通すことによりカプセル
内に収容される物質から飲料を調製するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浸出コーヒーとコーヒー粉末とから成る混合物が遠心力によって分離されることで飲料
を調製することは知られている。そのような混合物は、熱水とコーヒー粉末とを所定の時
間にわたって一緒にすることによって得られる。このとき、水がスクリーンに通され、該
スクリーン上に粉末材料が存在する。
【０００３】
　既存のシステムは、通常は例えば欧州特許第０３６７６００号明細書におけるような機
械の取り外し不可能な部品である容器内にコーヒー粉末を配置することから成る。このよ
うな装置は多くの欠点を有する。第一に、コーヒー粉末が容器内に手作業で適切に投入さ
れなければならない。第二に、遠心分離されたコーヒー屑が乾燥してしまい、そのため、
容器の表面を擦ることによりコーヒー屑を除去しなければならない。結果として、コーヒ
ーの調製は、多くの手作業を要し、そのため、非常に時間がかかる。通常は、コーヒー鮮
度が大きく異なる可能性もあり、これが飲料品質（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｃｕ
ｐ）に影響を与え得る。なぜなら、コーヒーが一般に大容量パッケージからもたらされる
か、あるいはコーヒーが容器自体の内部で豆から挽かれるからである。
【０００４】
　また、コーヒーの手作業での投入および浸出条件（例えば、遠心速度、容器サイズ）に
応じて、飲料品質が大きく異なる可能性がある。
【０００５】
　したがって、これらのシステムは、決して大きな商業的成功に到達したことがなかった



(4) JP 5406306 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

。
【０００６】
　独国特許出願第１０２００５００７８５２号明細書では、マシーンが取り外し可能なホ
ルダを備え、該ホルダ内には容器の開放カップ状部品が配置され、他の部品または蓋がマ
シーンの駆動軸線に取り付けられる。しかしながら、不都合なのは徹底的な手作業である
。他の欠点は、粉末の投入のための制御が欠如しており、また、コーヒー粉末の鮮度の制
御が欠如しているため、コーヒーの品質を制御することが困難なことである。
【０００７】
　遠心力によってコーヒーを浸出するための他の装置は、国際公開第２００６／１１２６
９１号パンフレット、仏国特許第２６２４３６４号明細書、欧州特許第０３６７６００号
明細書、英国特許第２２５３３３６号明細書、仏国特許第２６８６００７号明細書、欧州
特許第０７４９７１３号明細書、独国特許第４２４０４２９号明細書、欧州特許第０６５
１９６３号明細書、仏国特許第２７２６９８８号明細書、独国特許第４４３９２５２号明
細書、欧州特許第０３６７６００号明細書、仏国特許第２１３２３１０号明細書、仏国特
許第２５１３１０６号明細書、仏国特許第２４８７６６１号明細書、独国特許第３５２９
０５３号明細書、仏国特許第２５３５５９７号明細書、国際公開第２００７／０４１９５
４号パンフレット、独国特許第３５２９２０４号明細書、独国特許第３７１９９６２号明
細書、仏国特許第２６８５１８６号明細書、独国特許第３２４１６０６号明細書、および
、米国特許第４５４５２９６号明細書に記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、コーヒーを浸出するため、あるいは他の食品物質を調製するための遠心
力の効果は、圧力ポンプを使用する通常の浸出方法と比べて多くの利点を与える。例えば
、「エスプレッソ」コーヒータイプ浸出法では、送出されるコーヒー抽出物の抽出の品質
に影響を与える全てのパラメータを習得することが非常に難しい。これらのパラメータは
、一般に、圧力、圧力と共に減少する流量、流量特性にも影響を及ぼし、かつ挽いたコー
ヒーの粒径に依存するコーヒー粉末の圧密度、温度、水流分布等である。
【０００９】
　国際公開第２００６／０４５５３７号パンフレットは、そのフランジ状縁部に弾性付勢
手段を備えるカプセルに関するものである。このカプセルは、遠心効果が関与しない状態
の加圧下で液体を供給するコーヒーマシーンで使用されるようになっている。弾性付勢手
段は、マシーンの注入部品に液圧に耐える構成を与えるために、側壁と縁部との間に配置
される。しかしながら、付勢手段は、遠心分離される液体の力を受けて選択的に開放する
バルブ手段をマシーンと共に形成するようになっていない。それどころか、付勢手段は、
飲料の抽出中に縁部とマシーンの注入部品との間の液密係合を維持する役目を果たす。
【００１０】
　したがって、送出される食品液体の品質を高めるように抽出パラメータを良好にかつ独
立して制御できるようになっている新規なカプセルシステムを提案する必要性がある。
【００１１】
　また、遠心分離の原理を使用する既存のシステム、例えばコーヒー調製装置の抽出特性
、すなわち、全固形成分含有量（Ｔｃ）、発泡体／クレマのレベルを向上させることがで
きる解決策を提供する必要性がある。
【００１２】
　同時に、従来技術の遠心分離コーヒー調製装置と比べて更に便利で清潔な飲料調製方法
、特に、コーヒー屑を遠心分離容器から除去するという面倒なことを必要としない解決策
の必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このため、本発明は、飲料製造装置内に挿入可能なカプセルであって、遠心分離動作中
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に回転軸線に対応するカプセルの中心軸線に対してカプセル内の周囲に遠心分離される飲
料を製造するために、カプセル内に液体を導入して該液体を遠心力により物質に通すこと
により、カプセル内に収容される該物質から飲料を調製するためのカプセルに関する。カ
プセルは、所定量の飲料物質を含む封入物と、カップ状本体と、本体を閉じるための外側
上壁とを備える。カプセルは、本体から外側に延びて環状隆起部を備えるフランジ状縁部
を更に備え、上記隆起部は、飲料製造装置の加圧面と係合されて遠心分離液の流路のため
の制限体を成す。
【００１４】
　環状隆起部または力設定部は、飲料製造装置の加圧面と共に、飲料の流れのための制限
バルブ手段を形成する。隆起部は、より詳細には、遠心分離液の流路を選択的に閉塞しか
つ／または制限して、カプセルからの遠心分離液の放出を遅らせ、放出時の流量を調整す
るように構成される。より詳細には、バルブ手段で遠心分離液が十分な圧力に達すると、
すなわち、遠心分離液が隆起部に抗して押し進むと、バルブ手段が開放し、すなわち、装
置の加圧面がカプセルの隆起部から遠ざかることによって制限フローギャップ（ｒｅｓｔ
ｒｉｃｔｅｄ　ｆｌｏｗ　ｇａｐ）が形成され、近づくことによって該ギャップが消失す
る。遠心分離液の圧力が得られる前には、バルブ手段は閉塞されたままでありあるいは最
小ギャップに制限される。そのため、隆起部は、遠心分離液のための流路を閉塞しあるい
は制限する。これにより、環状隆起部は、遠心分離液が特定の流量でバルブを通過するた
めに乗り越えなければならないバルブ手段での背圧を決定する。
【００１５】
　また、バルブ手段の開放が、飲料製造装置内でカプセルを回転駆動させる駆動手段の回
転速度に依存する場合があることに留意すべきである。遠心分離抽出において、調製され
るべき飲料の品質は、パラメータ、特にバルブ手段を通じて解放される飲料の流量の制御
に依存する。これにより、流量は、２つのパラメータ、すなわち、カプセルの回転速度と
、バルブ手段の上流側の遠心分離液に及ぼされる背圧とによって影響される。カプセルの
縁部の力設定部または隆起部によって設定される所与の背圧においては、回転速度が高け
れば高いほど、流量が多くなる。逆に、所与の回転速度においては、背圧が大きければ大
きいほど、流量が少なくなる。
【００１６】
　また、バルブ手段は遠心分離液のための流路を選択的に閉塞するため、液体が未だ装置
から十分に排出されないときに、飲料物質、例えば挽いたコーヒーの予備的な湿潤ステッ
プを行なうことができる。事前湿潤および飲料の遅延解放の結果として、物質の完全な湿
潤化が可能となり、液体と飲料物質、例えばコーヒー粉末との間の相互作用時間がかなり
増大して、抽出特性、例えばコーヒー固形成分含有量および飲料産出量をかなり高めるこ
とができる。
【００１７】
　本発明の一形態において、環状隆起部は、フランジ状縁部の延在水平面に対してほぼ垂
直な方向に突出する。したがって、隆起部の向きは、カプセルがその中心軸線周りに回転
されるときにフランジ状縁部に沿ってカプセルから抜け出る遠心分離された飲料の流れを
選択的に閉塞するように設定される。
【００１８】
　環状隆起部は、本体の底部と反対の方向でフランジ状縁部の内側の比較的低い環状部を
超えて外側に突出することが好ましい。
【００１９】
　隆起部は、縁部の内側部分から特定の高さで突出する。縁部の内側部分は平坦であるこ
とが好ましい。一部の実施形態では、環状隆起部が内側部分の厚さを増大させてもよい。
低い環状部は、側壁と一体となり、上壁と一直線をなすことができ、あるいは、上壁から
特定の距離を隔ててカプセル内に配置することができる。したがって、環状隆起部は、縁
部のそのような（好ましくは平坦な）内側環状部から上記距離で突出する段部または突起
を形成して、カプセルの本体の厚さとは無関係な増大を確保する。結果として、増大分の
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高さの制御は、縁部または本体の残りの厚さとは無関係に行なうことができ、したがって
、カプセルの構造全体およびその剛性に影響を与えることなくおよび／または上壁（例え
ば、上膜）とのシール強度に影響を及ぼすことなく、装置における所望の背圧設定に柔軟
性を与えることができる。
【００２０】
　一形態において、内側の低い環状部は、上壁とのシール面を形成する。したがって、カ
プセルが装置に係合されるときに、カプセルの外側上壁と隆起部の圧縮面または圧縮線と
の間にギャップが得られ、それにより、遠心分離液は、それが上壁を通過した後、例えば
上記上壁を貫通して形成される穿孔を通過した後、バルブへ向けて更に容易に循環できる
。
【００２１】
　特定の形態において、環状隆起部は、特に、上壁とのシール面の少なくとも一部を形成
することにより、上壁（例えば閉塞膜）によって覆われる。
【００２２】
　特定の形態では、環状隆起部が剛性体であることが好ましい。剛性は、ここでは、カプ
セルが飲料調製装置内に挿入されるときに環状隆起部に対して閉塞力を印加する飲料製造
装置の加圧面による圧縮に耐えることができるその能力に関して評価される。言い換える
と、隆起部は、該環状隆起部が飲料流路を制限するという役目を果たしかつ確実な開放を
確保するように、装置内での飲料調製作業中に比較的一定の寸法を有したままである。
【００２３】
　特定の形態では、環状隆起部がフランジ状縁部と一体に形成される。したがって、本質
的に経済的理由のため、環状隆起部をカップ状本体と一体に形成できる。
【００２４】
　カプセルのフランジ状縁部は、本体の上記側壁と一体の下面を有することが好ましく、
上記下面は、隆起部と正反対の領域で、カプセルホルダの環状支持面に対して相補的な形
状を成すように形成される。
【００２５】
　このため、縁部の下面は、環状隆起部と正反対の領域に突起を有しない。例えば、下面
は、縁部のシールされた上面とほぼ平行な面に沿って延びる環状平坦面を形成する。した
がって、下面は、安定した基準支持面、例えばカプセルホルダに対する縁部の完全に平坦
な位置を与えることができ、これは、高速遠心分離中に不安的な質量部を形成するのを避
けるために重要である。
【００２６】
　フランジ状縁部は、環状隆起部と正反対のその表面上に環状溝を備えることもできる。
環状溝は、飲料製造装置の特にカプセルホルダに設けられる相補的形状の圧入部を受ける
役目を果たすことができる。利点は、環状隆起部を機械的に支持して環状隆起部の剛性を
維持できるとともに、環状隆起部が飲料製造装置の加圧面により及ぼされる荷重を受けて
変形するのを防止できる点である。また、環状溝は、カプセルのための位置基準を形成し
て、カプセルホルダ内へのカプセルの正確な取り付けを確保することにより、カプセルが
カプセルホルダ内に完全に位置合わせされない場合に遠心分離中にノイズおよび／または
振動をもたらす不安的な質量部を回避する。結果として、カプセルのフランジ状縁部を比
較的薄く維持できる。例えば、縁部は約０．５～１．５ｍｍの厚さを有してもよい。
【００２７】
　環状隆起部がフランジ状縁部にエンボス加工されるのが有益である。例えば、環状隆起
部および環状溝は、同じ工程で、例えばカップ状本体が深絞りあるいは熱成形によって形
成されるときに形成される。エンボス加工は、その後の工程において本体のキャビティを
形成した後に行なうこともできる。
【００２８】
　カップ状本体を熱可塑性物質の射出成形によって形成することもでき、その場合、隆起
部が射出された本体に一体化されあるいはオーバーモールドされる。
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【００２９】
　隆起部はガス通気手段を有することが好ましい。ガス通気手段により、カプセルの封入
物を液体で充填する最中に封入物からガスを逃がすことができる。そのような手段がない
と、原料が正確に湿潤されるのを妨げるガスのポケットがカプセル内に形成される可能性
がある。このため、環状隆起部は、カプセルの外側の方向にガスを逃がすための少なくと
も１つの径方向窪み、好ましくは幾つかの径方向に向けられた窪みを備えてもよい。少な
くとも１つの径方向窪みは、ガスの選択的な解放を許容するが封入物内に液体流を保持し
あるいは少なくともほんの僅かな液体漏れを形成するように寸法付けられるのが好ましい
。例えば、適切なガス通気を行なうために、高さが約１０～２００ミクロン、例えば約５
０ミクロンでかつ幅が１～５ｍｍの５～１０個の小さい径方向スロットが隆起部の周囲に
設けられてもよい。無論、幾つかの径方向窪みが隆起部に設けられてもよい。
【００３０】
　隆起部は、上壁（例えば膜）とのシール配置時に縁部から立ち上がる環状形状の部分的
に溶融するエネルギダイレクタとして形成されてもよい。
【００３１】
　他の想定し得る形態において、環状隆起部は、フランジ状縁部に取り付けられる別個の
要素である。例えば、環状隆起部は、超音波シールまたは熱シールなどによってフランジ
状縁部に対してシールされてもよく、あるいは、フランジ状縁部に設けられる環状受けシ
ートまたは環状受け溝内に挟み込まれてもよい。
【００３２】
　この場合、環状隆起部は、ゴム弾性材料または軟質プラスチック材料などの圧縮性材料
から形成することができる。
【００３３】
　カプセルの環状隆起部は、逆Ｖ形状または逆Ｕ形状または逆Ｗ形状またはＬ状の形状を
とることができる。
【００３４】
　本発明との関連で、カップ状本体はアルミニウムおよび／またはプラスチックを含むこ
とができる。カップ状本体をプラスチックのみから形成することもできる。カプセルは、
カップ状本体を閉じるための蓋膜を更に備える。カプセルは、ガスバリア材料から形成で
きるとともに、ガス不透過態様で膜により閉じることができ、それにより、飲料物質、例
えば焙煎して挽いたコーヒー粒子の鮮度が長期間にわたって維持される。
【００３５】
　膜は、本体のフランジ状縁部に対してシールされる膜のシール部に隣接する外周穿孔可
能領域を少なくとも備える。そのため、一連の液体出口をカプセルに設けるために、飲料
製造装置の穿孔手段によって穿孔可能領域を穿孔することができる。したがって、カプセ
ル内で遠心分離される液体は、一連の出口を介してカプセルから抜け出ることができ、そ
の後、カプセルの環状隆起部に対して圧力を及ぼすことができる。開放圧に達すると、制
限フローギャップを形成するためにバルブ手段が開放しあるいは拡張し、液体をカプセル
の外側に遠心分離して、収集し供給されるように制御できる。
【００３６】
　想定し得る別の態様において、本発明のカプセルは、少なくともその外周に、穿孔可能
膜ではなく、液体を浸透させる蓋を備える。多孔質蓋は、紙、プラスチック、および／ま
たは、アルミニウムから形成されてもよい。
【００３７】
　カップ状本体および／または蓋は、紙、ボール紙、または、他の生体分解性材料から形
成されてもよい。
【００３８】
　ほぼ剛性体である生体分解性材料に関しては、カプセル本体は、ＰＬＡ（ポリ乳酸）、
澱粉、および、樹脂系材料、並びに、これらの組み合わせの中から選択されうる。
【００３９】
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　一実施形態において、外側上壁は、外側の穿孔可能な無孔質膜と内側多孔質層とから形
成される。膜および層は共に積層体を形成できる。内側多孔質層は、ポリプロピレンまた
はポリウレタンエラストマーなどのフィルタ層であってもよい。穿孔可能な液密膜はアル
ミニウムおよび／またはプラスチックであってもよい。多孔質層は、上壁の中心領域の注
入針の周囲で液密性を確保できるとともに、固形物がカプセルから出るのを防止するため
に穿孔出口で清浄度を高めることができる。
【００４０】
　他の想定し得る形態において、カプセルは、カップ状本体内に挿入される内部フィルタ
要素を備える。カプセルは、内部フィルタを覆う蓋膜によって閉じることができる。蓋膜
は穿孔可能または剥離可能であってもよい。例えば、内部フィルタ要素は、例えば国際公
開２００８／１４８６４６号パンフレットに記載されるような遠心分離液を濾過するため
の濾過穴または濾過スロットを有するプラスチック部品であってもよい。
【００４１】
　本発明のカプセルは、抽出できる物質、例えば挽いたコーヒー、または、溶ける物質、
例えばインスタントコーヒーまたは粉ミルクを備えることができる。特に、物質は、挽い
たコーヒー、インスタントコーヒー、チョコレート、ココア粉末、リーフティー、インス
タントティー、ハーブティー、クリーム／粉末クリーム、栄養組成物（例えば、特殊調製
粉乳）、乾燥果実または乾燥植物、料理粉末、および、これらの組み合わせの中から選択
することができる。
【００４２】
　カプセルは、原料が酸化しないように保護する窒素および／または二酸化炭素などのガ
スを食品原料と共に含んでもよい。ガスは、上壁を本体にシールする前に例えばフラッシ
ングによってカプセル内に加えられてもよい。
【００４３】
　カプセルは、原料の区画を覆うガスバリア材料を備えることが好ましい。しかしながら
、カプセルが「それ自体」気密でない場合には、カプセルを個別にあるいは幾つかのカプ
セルから成るグループの状態で包装するために外側パッケージを使用できる。この場合、
パッケージは、カプセルが装置内に挿入される前に除去される。
【００４４】
　また、本発明は、飲料調製装置内での前述したカプセルの使用であって、装置内でカプ
セルが遠心力を受けるカプセルの使用に関する。
【００４５】
　また、本発明は、前述したカプセル内の飲料物質に液体を通すことによりカプセルから
飲料を調製する装置であって、
　カプセル内に液体を注入するための液体注入ヘッドと、
　カプセルを装置内で保持するためのカプセルホルダと、
　カプセルを遠心分離駆動するための手段と
　を備え、
　飲料の流路をほぼ閉塞するためにフランジ状縁部の環状隆起部に対して、決定された閉
塞力を加えるための加圧面を備える、
　装置に関する。
【００４６】
　閉塞力は、上記環状隆起部の直ぐ上流側で遠心分離液が十分な圧力に達するまで環状隆
起部と加圧面すなわちバルブ手段との間で閉塞を維持するように決定することができる。
（大気圧を上回る）そのような圧力は、０．１～１８バール、好ましくは０．５～４バー
ル、例えば約１．５～２バールの範囲をとり得る。
【００４７】
　加圧面および／またはカプセルホルダは、加圧面が環状隆起部から相対的に離れるよう
に移動することにより遠心分離液のための制限フローギャップの開放を可能にするための
ばね荷重手段に関連付けられる。なお、制限フローギャップは、加圧面とカプセルとの間
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でこれらを互いに相対的に移動させることにより開放できる。この相対的な移動は、加圧
面がカプセルから離れることによって、または、例えばカプセルホルダが可動要素となる
ことでカプセルが加圧面から離れることによって得ることができる。第３の選択肢は、注
入ヘッドの加圧面およびカプセルホルダを支持する面の両方をばね付勢手段の力に抗して
移動させることである。
【００４８】
　装置の好ましい形態において、加圧面は、ヘッドの注入部品に対して別個に移動できる
バルブ部品の表面を形成する。結果として、バルブ手段は、ヘッドの注入部品によって加
えられる接触圧とは無関係に作用できる。好ましい構造において、注入部品は、カプセル
内に水を注入し、かつ遠心分離液をカプセルから取り出すための穿孔部材を備える。
【００４９】
　より詳細には、注入部品は、カプセルに係合されて遠心分離液のためにカプセルに穿孔
係合するときにフィルタリング手段を形成する出口穿孔部材を備える。
【００５０】
　したがって、バルブ部品をヘッドの他の部分から独立させることにより、バルブは、穿
孔部材とカプセルとの相対位置に影響を与えることなく開放できる。
【００５１】
　特定の形態では、加圧面が比較的平坦な環状面を形成し、該環状面に対してカプセルの
環状隆起部を押し付けることができる。そのため、環状シールラインの形態でバルブ手段
に係合することにより閉塞作用が促進される。加圧面は、カプセルのフランジ状縁部とほ
ぼ平行であることが好ましい。無論、加圧面は、遠心分離の軸線に対して径方向に僅かに
凹状または凸状の曲率線を有することもできる。
【００５２】
　装置の他の特徴によれば、カプセルホルダは、カプセルのフランジ状縁部を支持するた
めの支持面を備えることができ、該支持面は、フランジ状縁部の環状溝に嵌まり込むよう
になっている環状圧入部を備える。前述したように、カプセルホルダの支持面のこの形態
は、注入ヘッドがカプセルのフランジ状縁部に圧縮係合されるときに装置内のカプセルの
変形を回避する。
【００５３】
　装置の他の特徴では、注入ヘッドが中心注入針を備える。針は、カプセルの蓋膜を穿孔
するように構成される。針は、カプセル内に液体を注入するための１つ以上の液体入口で
終端してもよい。針は、中心に配置されるのが好ましく、すなわち、回転軸線と一直線を
なすのが好ましい。カプセルがその上壁に設けられる中心入口ポートを有する場合には、
針を省くことができる。
【００５４】
　また、本発明は、前述した１つ以上のカプセルと前述した装置との組み合わせを含むシ
ステム、または、前述した装置内に挿入されるカプセルに関する。
【００５５】
　本発明の更なる特徴は、以下の図の詳細な説明において明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明に係るシステムのシールカプセルの上面斜視図である。
【図２】図１のカプセルの下面図である。
【図３】図１および図２のカプセルの断面図である。
【図４】本発明の飲料製造装置の斜視図である。
【図５】内部にカプセルを伴う飲料製造装置の断面図である。
【図６】バルブ手段の閉塞状態における図５の図の詳細断面図である。
【図７】バルブ手段の閉塞状態における図６の図の拡大断面図である。
【図８】バルブ手段の開放状態における図６の図の拡大断面図である。
【図９】細部を示す装置のカバー部品の下面斜視図である。
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【図１０】他の実施形態に係るカプセルの断面図である。
【図１１Ａ】バルブ手段の閉塞状態における図１０の図の拡大断面図である。
【図１１Ｂ】バルブ手段の開放状態において液体がカプセルから遠心分離されるときの図
１０の図の拡大断面図である。
【図１２】他の実施形態に係るカプセルの断面図である。
【図１３】他の実施形態に係るカプセルの断面図である。
【図１４】上壁が上側膜と下側多孔質層とを備える積層体から形成される他の実施形態に
係るカプセルの断面図である。
【図１５】膜が隆起部上または力設定部上にシールされる他の実施形態に係るカプセルの
断面図である。
【図１６】本発明のカプセルの他の変形例の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　図１および図２に示されるように、本発明の好ましい使い捨てカプセル１は一般に皿状
本体２を備え、該本体２に対して穿孔可能膜３がシールされる。膜３は、内側環状シール
部５で本体の外周縁部４にシールされる。外周縁部４は、外側に延びて約２～１０ｍｍの
環状小シール部５を形成することができる。皿状本体は、底壁６と、好ましくは底壁と反
対の本体の大きい開放端の方向に拡がる側壁７とを備える。皿状本体は剛性体または半剛
性体であることが好ましい。皿状本体は、ＥＶＯＨ等のガスバリア層を伴う食品用プラス
チック、例えば、ポリプロピレン、または、アルミニウム合金、または、プラスチックと
アルミニウム合金との積層体、または、生物分解可能材料（例えば、ＰＬＡまたは澱粉お
よび繊維系樹脂）から形成することができる。膜３は、バリア層も含むプラスチックフィ
ルムまたはアルミニウム合金またはプラスチックとアルミニウム合金との組み合わせなど
の更に薄い材料から形成することができる。膜は、通常、例えば２０～２５０ミクロンの
厚さを有する。膜は、明細書本文で後述するように、注水口を形成するために穿孔される
。また、膜は、穿孔可能な外周領域を更に備える。
【００５８】
　カプセルは中心軸線Ａ周りに回転対称性を成すことが好ましい。しかしながら、カプセ
ルが必ずしも軸線Ａ周りに円形断面を有していなくてもよく、正方形、長方形、または、
他の多角形形状などの他の形状をとってもよいことに留意すべきである。
【００５９】
　本発明の一態様によれば、本発明のカプセルは、フランジ状縁部４から上方へ突出する
環状隆起部８を備えるとともに、後述するように飲料製造装置内に挿入されるときにバル
ブ手段の力設定手段を形成する。より詳細には、隆起部８は、平面Ｐに沿って延びるフラ
ンジ状縁部のシール部５から起伏した状態で突出する。したがって、シール部５は、隆起
部８に対して内側にある縁部の低くなった環状部を形成する。これにより、隆起部は本体
の底部６と反対の方向に突出する。隆起部８は、この明細書本文中で後述するように、カ
プセルから出る遠心分離された液体の流れを選択的に止めるためのバルブ手段の一部を形
成する。
【００６０】
　隆起部８は必ずしも連続した環状部を形成しなくてもよい。特に、隆起部は、少なくと
も１つのガス通気チャンネル８０によって部分的にあるいは全体的に寸断されあるいは窪
まされてもよい。チャンネル８０は、径方向に向けられており、それにより、隆起部を貫
通してガス連通を成す通路を形成して、カプセルを液体で満たす最中にカプセルの封入物
内に閉じ込められたガスをカプセルから押し出すことができるようにする。チャンネルの
代わりに、隆起部がガスを透過できるようにするのに十分な複数の微小波形部によって窪
みを形成することができる。なお、隆起部によりもたらされる圧力損失が封入物内の圧力
上昇およびその後のバルブ手段の開放動作をもたらすのに十分なままであれば、これらの
通気手段８０によるある程度の液体漏れを許容することができる。
【００６１】
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　本発明のカプセルおよび飲料製造装置を含むシステムの第１の実施形態が図４～図８に
示されており、該実施形態をここで説明する。システムは、前述したカプセル１と、飲料
調製装置２３とを備える。装置は、カプセルを内部に挿入できるモジュール２４を有する
。カプセルは、浸出されるための食品物質を収容しており、廃棄されるため（例えば、有
機または無機の原料の廃棄またはリサイクリングのため）に使用後にモジュールから除去
される。モジュール２４は、水リザーバ２５などの給水源と流体連通する。モジュールと
給水源との間の流体回路２７にはポンプ２６などの流体輸送手段が設けられる。水がモジ
ュールに入る前に流体回路内の水を加熱するために温水器２８が更に設けられる。リザー
バからくる新鮮な水を加熱するために温水器を流体回路内に挿入することができる。ある
いは、温水器を水リザーバ自体の内部に配置することができ、そのような場合には、水リ
ザーバが湯沸器になる。無論、水プラグ接続を介して水を家庭内給水源から直接に取り込
むこともできる。装置は、制御手段と、飲料調製方法を起動させるための起動手段（図示
せず）とを更に備えてもよい。
【００６２】
　水を低圧あるいは重力圧でモジュール２４内に供給することができる。例えば、モジュ
ールの注水口では０バール～大気圧よりも大きい２バールの圧力を想定できる。ピストン
ポンプなどの圧力ポンプが利用される場合には、２バールよりも高い圧力の水を送出する
こともできる。
【００６３】
　浸出モジュール２４は、水注入サブアセンブリまたは水注入ヘッドと、カプセルホルダ
を含む液体受け入れサブアセンブリとを主に含む、２つの主要なカプセル封入サブアセン
ブリ２９、３０を備えることができる。２つのサブアセンブリは、装置内で回転するカプ
セルを基準付けるための位置決め・心出し手段を形成する。２つのサブアセンブリは、例
えばバヨネット型接続システム３１、またはあご型閉塞原理に基づく機構などの任意の他
の適した閉塞手段によって互いに閉じてカプセルを内部に封入する。液体受け入れサブア
センブリ３０は、例えば、カプセルから出てくる遠心分離された液体をカップまたはグラ
スなどの給仕容器へ案内するためにサブアセンブリの側部から突出する液体ダクト３２を
備える。液体ダクトは、図５に示されるようにカプセルを挿入できる回転ドラム３４を備
えるカプセルホルダを取り囲むＵ形状またはＶ形状の環状断面を形成する液体レシーバ３
３と連通する。液体レシーバ３３は、本明細書で後述するように液体を収集するための収
集キャビティ６３を形成する。液体受け入れサブアセンブリ３０の下側には、サブアセン
ブリの内側でカプセル受け入れドラム３４を回転駆動させるための手段が配置される。
【００６４】
　駆動手段は、電力またはガス出力が供給され得る回転モータ４０を備えることが好まし
い。
【００６５】
　水注入サブアセンブリは、上流側が水流体回路２７と連通する注水口３５を備える注水
口面を備えている。
【００６６】
　回転ドラム３４は回転シャフト３７によって軸方向に延びており、回転シャフト３７は
、ボールベアリングまたはニードルベアリングのような回転案内手段３９により、液体レ
シーバ３３の外側ベース３８に対して回転関係を成して保持される。したがって、回転ド
ラムは中央軸線Ｉ周りに回転するようになっており、一方、レシーバの外側ベース３８は
装置に対して固定される。ドラムの回転シャフト３７とモータ４０のシャフト４２との間
の接合部分に機械的なカップリングを配置することができる。
【００６７】
　水注入サブアセンブリ２９を考慮すると、該サブアセンブリは、装置の長手方向軸線Ｉ
に対して固定される、中心に配置された注水器４５を備える。注水器は、注水口３５から
排水口４７へ水を輸送するための中心管状部材４６を備え、排水口４７はカプセルの封入
物１４内へ突出するようになっている。中心管状部材は、カプセル内へ入り込んで液体を
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カプセル内に注入するための中空針９０によって延在する。このため、排水口は、カプセ
ルの膜蓋３を貫通する穿刺穴を形成できる鋭利な管状チップ４８などの穿刺手段に関連付
けられる。
【００６８】
　注水器の周囲には回転係合部品またはカバー部品４９が取り付けられる。係合部品４９
は、注水器と、部品４９と注水器４５との間に挿入されるボールまたはニードルベアリン
グ５０などの回転案内手段とを受けるための中心凹部を有する。液体がカプセルからベア
リングの内側に進入するのを防止するために、ボールベアリング５０と注入針９０との間
にシール手段８９が配置される。
【００６９】
　カプセル係合サブアセンブリ２９は、２つのサブアセンブリがカプセルの周囲で互いに
相対的に閉じられるときに液体受け入れサブアセンブリ３０の内部環状チャンバ６３内に
突出するスカート管状部６２を更に備えてもよい。このスカート管状部６２は、遠心力を
受けるカプセルから抜け出る遠心分離液のための衝突壁を形成する。このスカート管状部
６２はサブアセンブリ２９に固定されるのが好ましい。該サブアセンブリは、液体受け入
れサブアセンブリ３０に対する接続を容易にするための操作部６４を更に備える。この操
作部６４は操作用の刻み付き外周面を有することができる。操作部は、ネジ６７によって
サブアセンブリ２９の固定ベースに固定させることができる。
【００７０】
　無論、この操作部をレバー機構または同様の操作手段と置き換えることができる。
【００７１】
　本発明の一態様によれば、回転係合部品は、該部品の外周に配置される穿孔部材５３を
備える。穿孔部材は、カプセルの膜３をその外周で、特にカプセルの上端膜３の環状外周
領域で穿孔するように配置される。更に具体的には、穿孔部材は、係合部品の下面から突
出する鋭利な突起から形成される。膜は、水注入サブアセンブリ２９がカプセルに対して
移動され、カプセルが下側サブアセンブリ３０のカプセルホルダ内の所定位置にあるとき
、装置の閉塞中、すなわち、カプセル周囲での２つのサブアセンブリ２９、３０の閉塞中
に穿孔されるのが好ましい。
【００７２】
　穿孔要素は、係合部品の少なくとも１つの（または複数の）円形経路に沿って分布され
るのが好ましい。
【００７３】
　好ましい形態において、穿孔部材５３は先端が中実である（すなわち、液体供給導管が
横切らない）。
【００７４】
　システムには、穿孔要素の下流側の遠心分離液の流体経路にバルブ手段５１が設けられ
る。バルブ手段は、圧力が所与の閾値に達するときにカプセルから出る遠心分離液の流体
経路の開放または拡張を行なう任意の適したバルブであってもよい。バルブ手段は、所与
の圧力で開放するように較正される。例えば、開放圧は、約０．５～４バール、好ましく
は１．５～２．５バール、例えば約２バールの圧力である。重要なことには、較正は、カ
プセルの力設定部８の距離「ｄ」に依存する。これは、主に、後述するようにバルブの先
行荷重を自動的に調整することによりバルブ手段の背圧を設定する距離である。バルブの
較正は、所与の回転速度において送出される飲料の流量をそのように決定する。
【００７５】
　図示の好ましい形態において、バルブ手段は、カプセルの係合部、すなわち、隆起部８
を備え、該隆起部は、カプセルのフランジ状縁部４から、更に具体的にはシール部５の外
面から突出する。この係合部８は、縁部のほぼ平坦な表面からあるいは縁部の比較的低い
内側シール部５から上方へ突出する突起を形成する。係合部８をフランジ状縁部から一体
に形成できる。そのような場合、フランジ状縁部を含むカプセルの本体２は、プラスチッ
クおよび／またはアルミニウムから形成されるのが好ましい。バルブ手段は、対向する側
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に、回転カバー部品４９の係合面８３を備える。図７に示されるように、膜３と隆起部８
との間には液体のためのギャップが残され、それにより、液体は、カバーの下面５４によ
ってカプセル内で過度に妨げられるあるいは遮断されることなく、バルブ手段へ向けて径
方向に膜を横切ることができる。係合面８３は、突起８の特定の形状に依存する様々な形
状を備えてもよい。好ましい形態において、係合面８３は、環状平坦面等のほぼ平らな表
面である。係合面は、カバー部品４９の下面５４の外周に表面の環状凹部として形成され
てもよく、それにより、穿孔部材の基部を突起８の先端または上側圧縮面よりも下げるこ
とができる。
【００７６】
　本発明の全ての実施形態において、図７に示されるように平面（Ｐ）に沿って延びるフ
ランジ状縁部の内側部分５に対する隆起部の高さ（ｄ）は、０．２～１０ｍｍ、より好ま
しくは０．５～５ｍｍ、最も好ましくは０．８～２ｍｍを成すことができる。
【００７７】
　なお、係合面８３は、凹部または凸部などの平坦以外の多くの異なる形状をとってもよ
い。
【００７８】
　図８に示されるように、カプセルのフランジ状縁部は、突起８とフランジ状縁部の反対
側の表面８２、すなわち、フランジ状縁部の下面８２または本体の底部８へ向けて方向付
けられる表面に、環状溝８１を備えることができる。装置のカプセルホルダは支持面を備
える支持部を備えており、支持面からは、カプセルの環状溝８１の形状に適合する環状圧
入部９２が突出する。そのため、圧入部９２は、装置内でカプセルを位置決めして基準付
けるとともに、回転部品４９によって圧縮されるときにバルブ手段の環状突起８を支持す
る役目を果たすことができる。圧入部９２は、連続した鋭利な環状突起であってもよく、
または、カプセルホルダの表面の環状経路上に分布された不連続な突起から形成されても
よい。例えば、突起およびその逆の形状８１は、例えばエンボス加工、深絞り、射出成形
、または、熱成形の製造工程などによりカプセルの本体の形成中に形成することができる
。
【００７９】
　バルブ手段５１は、ばね付勢要素７１を備える荷重発生システム７０によって得られる
弾性閉塞荷重を受けて閉塞するようになっている。ばね付勢要素７１は回転カバープレー
ト４９に対して弾性荷重を印加する。荷重は、主として、カプセルの隆起部８に対して閉
塞作用する係合面８３に分配される。したがって、バルブは、通常は、穿孔要素によって
形成されるオリフィスを通じて抜け出る遠心分離液によって十分な圧力が突起に及ぼされ
るまで、遠心分離液のための流路を閉塞する。したがって、液体は、膜３と回転カバー部
品４９の上面５４との間で流れ、図８に示されるようにばね付勢要素７１の力に抗してカ
バー部品４９全体を上方へ押し上げることによりバルブ５１を開放させる。したがって、
遠心分離液を高速で衝突面６２へ向けて放出することができる。
【００８０】
　荷重発生システム７０は、バルブ手段の開放圧を制御するために図５または図６に示さ
れるように調整可能にすることができる。特に、システム７０は、ばね付勢要素７１の第
１の端部が嵌め込まれるベース５５を備えることができる。ばね付勢要素７１の反対側端
部には当接部材５６が固定され、該当接部材は更にネジ要素５７に接続される。ベース５
５、要素７１、および、当接部材５６は管状フレーム５８内に収容される。ネジ要素５７
および管状フレーム５８は、係合部品４９に作用するばね付勢要素７１の圧縮荷重を調整
できるようにする相補的なネジ７３を備える作動手段７２を協働して形成する。
【００８１】
　バルブ手段に対して荷重を及ぼすための弾性手段を異なるように形成できることに留意
すべきである。例えば、弾性手段７１、例えばばねまたはゴム弾性要素を、例えば別個の
環状ブロックによって表面５４とは無関係に表面８３に対して直接に関連付けることがで
き、または、バルブ手段のリング状の突起８に関連付けることができる。
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【００８２】
　図８および図９に示されるように、カバー部品４９の下面５４は、該下面の外周領域に
円形パターンで分布される一連の穿孔要素または突起５３を備える。各穿孔要素５３は、
カプセルの上膜に穿孔を形成し、したがってカプセルを回転に関与させたままで遠心分離
液のための通路を形成する。穿孔要素の数は、カバープレートを取り外してそれを更に多
くの数の穿孔要素を有するプレートと交換することによって変えることができる。穿孔要
素とバルブ手段との間で、制御されたフローギャップが膜とカバー部品との間に残存する
ようにするために、下面は、該下面５４に設けられる一連のチャンネル８５によって形成
される導流手段８４を備えることができるのが好ましい。チャンネル８５は、離間手段を
形成する起伏要素８６、８７によって形成することができる。例えば、穿孔要素間で膜が
潰れてそれにより液体流が詰まることがないように、一連の起伏要素８７を穿孔要素５３
間に設けることができる。また、下面５４とカプセルのフランジ状縁部４との間でチャン
ネルの存在を更に確保して、液体の流れがバルブ手段へ向けて適切に導かれるようにする
ため、穿孔要素５３とバルブ手段との間の流路に他の一連の起伏要素８６を配置できる。
フローギャップを維持するための離間手段、例えば一連の別個の起伏要素８６、８７をカ
プセルのフランジ状縁部に形成できることに留意されたい。例えば、フランジ状縁部は、
リング状突起８に対して内側に分布される一連の小さい同心状に配置された突起（不図示
）を備えることができる。
【００８３】
　本発明の他の形態において、カプセルの表面上の環状突起８は、カプセルのフランジ状
縁部の材料とは異なる材料から成る要素によって形成される。該要素を圧縮性材料から形
成することができる。該材料は弾性材料または非弾性材料であってもよい。特に、上記要
素は、プラスチックから形成することができ、あるいは、フランジ状縁部に対してシール
されるゴム製Ｏリングであってもよい。リングを例えば加熱または超音波によってシール
することができ、あるいは、リングを液体として、例えば液体シリコンゴム（ＬＳＲ）と
して堆積させることができ、リングを縁部に対して固めることができる。突出要素８は、
他の手段により、例えば接着剤によってあるいはカプセルの環状溝内に挟み込むことによ
り、カプセルに対して関連付けられてもよい。
【００８４】
　図１０、１１Ａ、１１Ｂは、隆起部８がフランジ状縁部の低いシール部５から立ち上が
る段部として形成される本発明の他の実施形態を示している。段部は、装置のカバー部品
４９の下側係合面８３と圧力係合状態で協働してバルブ手段を形成するほぼ平坦な上面を
有する。段部は、隆起部の高さ（ｄ）を超える幅（ｗ）を有してもよい。また、隆起部の
幅（ｗ）は、シール部５の幅に等しくてもよくあるいは更にはシール部５の幅を超えても
よい。図１１Ｂにおいて明らかなように、カプセルの上側外壁３と隆起部の上面との間に
、液体が著しく妨げられることなくバルブ手段５１へ向けて循環できるようにするギャッ
プが維持されてもよい。
【００８５】
　本発明のこの形態および任意の他の形態において、装置では、カバー部品４９が穿孔内
側ブロック４９ａと外側バルブブロック４９ｂとに分離されてもよい。バルブブロック４
９ｂは、環状であり、弾性手段７１０、例えばばねの力に抗してブロック４９ａに対して
独立に取り付けられる。カバー部品４９のそのような分離形態を用いると、バルブ手段５
１により発生される圧力荷重は、穿孔ブロックによって加えられる圧力荷重とは無関係に
なる。したがって、カプセルの回転速度に応じたバルブ手段５１の開放または拡張を遠心
分離中に更に確実に制御できる。また、カプセルに対する出口穿孔部材５３の位置は、バ
ルブ手段５１が開放するときに影響されない。部材５３と膜３との間の抽出液の濾過は、
カプセルに対する部品４９ａの閉塞によって制御され、そのため、バルブ手段５１の相対
位置にかかわらず一定かつ有効なままである。
【００８６】
　図１０のカプセルは、装置の針と液密態様で係合する液密性調整部材９１（図１のカプ
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セルにも示される）を更に備えてもよい。部材９１は、針によって膜に形成された穿孔を
通じて液体がカプセルから漏れ出ることができないようにする。液密性調整部材９１は、
上壁３の外面上またはこの上壁の内面上に配置することができる。液密性調整部材はゴム
製弾性材料および／または繊維材料から形成されるのが好ましい。また、液密性調整部材
は壁３の外面全体に沿って延びてもよい。中心水密性部材を備えるカプセルの他の等価な
変形例は、「Ｃａｐｓｕｌｅ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　ｂ
ｅｖｅｒａｇｅ　ｂｙ　ｃｅｎｔｒｉｆｕｇａｔｉｏｎ」と題される同時係属の欧州特許
出願第０９１６９６７９．９号明細書に記載される。
【００８７】
　図１２のカプセルは、外壁を構成する穿孔可能な膜が多孔質壁３６に取って代えられる
他の実施形態を示している。したがって、上壁は、カプセルの内側に飲料原料を保持する
壁を形成するが、穿孔を必要とすることなく遠心分離液がカプセルから抜け出ることがで
きるようにする。また、液体は、中心針による穿孔を必ずしも必要とすることなく壁を通
じてカプセル内に導入されてもよい。壁は、例えば出口領域または内側領域またはこれら
の両方においてのみ壁に沿って部分的にだけ液体を浸透させてもよい。壁は、５０～５０
０ミクロン、好ましくは８０～３００ミクロンのサイズの孔を備えてもよい。壁３６に適
した材料は、濾紙、１種類以上の織りあるいは不織り高分子、サイズを制御された穴を有
する高分子膜、および、これらの組み合わせである。
【００８８】
　図１３のカプセルは、カプセルの本体が異なる剛性を有する少なくとも２つの構成要素
４３、５２から形成されるという点において異なる。本体の第１の構成要素４３はフラン
ジ状縁部４を形成し、また、本体の第２の構成要素５２は側壁７および底壁８の主要部分
を形成する。第２の構成要素５２は、第１の構成要素よりも柔軟な材料から成ることが好
ましい。第２の構成要素は例えば薄いアルミニウムおよび／または高分子箔であってもよ
く、一方、第１の構成要素４３は硬質プラスチックであってもよい。縁部要素４３は接続
部５９によって延びており、該接続部に対して柔軟な下側要素５２がシールされる。無論
、上壁は、図１２の実施形態と同様の多孔質壁、または、先の各実施形態の場合と同様に
穿孔可能な膜であってもよい。
【００８９】
　図１４のカプセルは、少なくとも、カプセルの本体を閉じる上壁３が少なくとも２つの
層３７、３８、すなわち、外側の穿孔可能な液体不浸透層４１および内側の液体浸透層６
８からそれぞれ形成されるという点においていかなる他の実施形態とも異なる。該多層は
、積層体、すなわち、場合によりその間にシーラント層を備える結合された積層配置を形
成するのが好ましい。内側層６８は、ポリプロピレンまたはポリウレタンエラストマーな
どの弾性プラスチックから形成されてもよい。上側層４１は、アルミニウムまたはアルミ
ニウム－ＰＰ複合体から形成されてもよい。内側層６８は、１つ以上の別個の領域で、例
えば中心領域でのみ上側層に対してシールされてもよく、また、上記１つ以上の領域の外
側で上側層から解放されることができる。これにより、装置の中心注入針の周りで液密配
置を確保してカプセルの上端側での水の迂回を避けることができるとともに、液体が遠心
分離効果によって抽出される壁３の外周でフィルタ機能を確保できる。図１４のカプセル
は、特に本体２および外側膜４１のためのガスバリア特性を更に有する包装材料の中から
選択できる。
【００９０】
　図１５のカプセルは、カプセルの本体を閉じる上壁３が隆起部８の上端に対してシール
されるという点においていかなる他の実施形態とも異なる。カプセルのフランジ状縁部４
は、一端が本体の側壁７と一体化しかつ他端が段状の力設定部８と一体化する環状の低い
部分５を備える。しかしながら、低い部分５は、隆起部８の高さを表わす距離「ｄ」だけ
上壁３から離れている。低い部分５は、隆起部８での縁部の全厚「ｄ＋ｄ１」よりも薄い
厚さ「ｄ１」を有する。厚さｄ１は、側壁の厚さにほぼ等しくすることができる。内側部
分５の幅は、その厚さ「ｄ１」よりも大きいことが好ましい。
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【００９１】
　図１６のカプセルは、力設定部８が部分的に溶融するエネルギダイレクタによって形成
されて該ダイレクタに対して上壁３がシールされる他の実施形態を表わしている。エネル
ギダイレクタ８９は、上壁３の超音波シール前には「ｄ」よりも大きい（破線の）初期高
さを有するが、その後、シール後に更に低い高さ「ｄ」へ減少される。
【００９２】
　本発明に対する他の明らかな変形例として、本発明のカプセルは、所定用量の飲料原料
を封入物内に充填するために開放され得る上壁を有する詰め替え可能な容器であってもよ
い。例えば、上壁は、圧入によって本体に対して接続される。それにより、上壁と本体と
の間の接続を維持するために、局部的な柔軟性を有するプラスチックヒンジによって２つ
の要素を接続することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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